
介護保険運営協議会 とは       資料 １ 
 

－主な仕事として－ 

 

①介護保険事業計画（後述）の企画立案に、市民の代表としてご意見いただくこと。 

②老人福祉計画の策定に市民の代表としてご意見いただくこと。 

③介護保険の実施状況（会計の状況など）や、その他老人福祉計画についてご審議いただ

くこと。 

       

 

根拠法令等 

 ・飯山市介護保険条例第１９条～２３条 

 ・地方自治法第１３８条の４ 

 ・介護保険法第１１７条 

 ・老人福祉法第２０条の８ 

・共生社会の実現を推進するための認知症基本法第１３条 

介護保険財政のしくみ 

 

厚生労働省ホームページの内容に加筆 

市町村ごとに設定 
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令和７年度介護保険事業報告 

　保健福祉課高齢者介護保険係 

 

 

１．介護保険会計の安定的運営 

　⑴介護保険会計の収支管理：令和７年度決算　　【詳細；別表】 

　　　　歳入歳出差引残高：1億 6,417 万円 

　　　　前年度返還金：70,579 千円 

　⑵運営協議会等の開催 

　　　＊第 1回会議を役員選任・協議会等の説明・第１０期計画策定の方針等の内容

で 10 月に開催した。 

 

２．介護保険サービス給付（主なもの） 

　⑴施設介護サービス：介護老人福祉施設（特養）、介護老人保健施設（老健）、介

護医療院などの入所施設サービス給付　 

　　　　　　　　　  令和４年度　計約 10 億 20 万円 

令和７年度  計約 10 億 5,406 万円　　　↑（増加） 

　⑵居宅介護サービス等：訪問サービス（訪問介護、訪問看護、訪問リハ等）、通所

サービス（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、ﾃﾞｲｹｱ等）、短期入所サービス（ｼｮｰﾄｽﾃ

ｲ）、住宅改修・福祉用具　等　　　　　 

令和４年度　計約 10 億 1,113 万円 

令和７年度　計約　8億 9,379 万円　　　↓（減少） 

　⑶地域密着型サービス：認知症対応型通所介護、地域密着型生活介護（グループホ

ーム等） 

令和４年度　計約 4億 92 万円 

令和７年度　計約 4億 2,617 万円　　 　↑（増加） 

⑷介護予防サービス等：要支援高齢者の通所・短期入所・住宅改修等各種サービス

給付　　　　　　　　　　　　　　　　   　 

令和４年度　計約 4,572 万円 

令和７年度　計約 4,000 万円　　　　 　↓（減少） 

 

３．その他の事業 

　⑴介護予防 

介護予防ｹｱﾌﾟﾗﾝ作成、介護予防教室、集落サロン、高齢者ﾁｪｯｸﾘｽﾄ調査、高齢者台

帳整備、介護予防啓発、ケアセンター管理　等 

 

 

2



 

　⑵地域自立生活支援・家族介護支援・認知症支援 

在宅高齢者の見守りシステム、配食サービス、紙おむつ券給付、オレンジカフェ、

認知症ケアパス作成　等 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　⑶権利擁護・包括的ケアマネジメント 

　　高齢者虐待対応、成年後見制度利用促進、地域ケア研修会　等 

 

 

４．総括 

　　介護保険サービスを必要とする市民に、適時適切に提供できるよう、サービス事

業者及びケアマネジャーとの連携を図り、同時に保険者として法や制度上過誤の無

い運営に努めた。第８期計画（令和３～５年度）時と比較するとサービス供給量は

サービスによって増減は異なりますが、全体としては減少傾向にあり、事業者の経

営環境は厳しさを増している。また、介護人材確保の困難さ等から、サービスの縮

小に至る事業所も出てきており、今後の地域全体の介護サービス環境の維持にとっ

ては課題となるものと思われる。 

　　市としては、事業所の介護職員の定着、介護人材確保のため、令和７年度新規事

業として２つの事業を行っております。 

①介護に関する入門的研修の開催（R8 は介護職員初任者研修へ移行） 

②介護人材確保促進補助金事業（R8 継続） 

令和８年度の新規事業として２つの事業を行っております。 

①介護職員初任者研修を開催し、介護人材の定着と確保を促進していきます。 

　　②認知症高齢者の介護者支援として徘徊の恐れがある高齢者等への GPS 等の位

置検索機器の使用について、費用の補助 

 

  

 
 

3



4


